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木地師 ～木とともに生きる、職人～

　轆
ろ く ろ

轤と呼ばれる工具で、とち・ぶな・けやきなどの原木から
主に椀や盆などの木地をつくる職人のことを木地師と言いま
す。かつて木地師は、日本各地の深山に入って轆轤を引き、良
材を求めて新しい山へと移住し、木とともに生きる暮らしを送っ
ていました。
　木地師は、轆轤で回転させた木材に、「手カンナ」をあてて
製品を削り出します。
　製品の微妙な表面を削り出すために、刃の形や柄の長さの
異なる何本もの手カンナを駆使します。この手カンナは、木地
師が自ら刃を鍛え研いでおり、木を削る技術とともに鍛冶など
の技術も持っていたと言われています。

　
　

　

木
地
師
の
轆
轤
技
術
を
生
か
し

た
製
品
に
は
日
用
食
器
や
茶
器
な

ど
の
ほ
か
、
コ
マ
や
け
ん
玉
、
こ

け
し
と
い
っ
た
民
芸
品
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
近
年
は
、
ボ
ー
ル
ペ
ン

や
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
、
木
の
素
材

を
生
か
し
た
様
々
な
製
品
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
工
製
品

だ
け
で
は
な
く
、
轆
轤
の
技
術
は

金
属
加
工
の
分
野
に
も
活
用
さ
れ

て
お
り
、
ま
さ
に
日
本
の
も
の
づ

く
り
の
原
点
の
技
術
と
言
え
、
私

た
ち
の
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。　　

　
　

　
　

　

木
地
師
文
化
の
全
国
へ
の
伝
承

に
つ
い
て
は
、
第
55
代
文
徳
天
皇

の
子
で
あ
る
惟こ

れ
た
か喬
親
王
が
轆
轤
技

術
を
伝
え
、
全
国
に
伝
播
し
た
と

い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
全
国
の

木
地
師
に
と
っ
て
惟
喬
親
王
は
職

業
の
祖
で
あ
り
、
蛭
谷
町
と
君
ヶ

畑
町
は
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
木

地
師
や
そ
の
子
孫
の
皆
さ
ん
の
思

い
は
今
も
な
お
強
く
、
神
事
や
イ

ベ
ン
ト
に
は
遠
方
か
ら
も
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
全
国
に
広
が
る
木

地
師
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
す
た
め
、
子
孫
の
皆

さ
ん
約
６
３
０
０
人
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
全
国
各
地
で
活
躍

す
る
木
地
師
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

全
国
の
産
地
や
子
孫
の
皆
さ
ん
と

連
携
し
、
木
地
師
文
化
を
全
国
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

企
画
課

☎
０
７
４
８
‐
24
‐
５
６
１
０

　

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
６
１
０

　

０
７
４
８
‐
24
‐
１
４
５
７

「世界に通用する木地師文化」
　廃村となった旧永源寺町の茨川で生まれました。
木地業は営んでおりませんでしたが、幼少期から
蛭谷町、君ヶ畑町とは深く関わりをもって生活して
きました。愛知県内で日本史の高校教師を務め、
現在は浜松学院大学で講師をしています。教師時
代から全国様々な地に赴き、民俗学の研究や各地
の郷土史編纂に関わってきました。
　全国の様々な文化・伝統と比較しても、千年以
上続き、今なお全国につながりのある木地師の文
化的な価値は非常に高く、世界に通用するものだ
と考えています。今後、全国の木地師やその子孫
の皆さんとのつながりをより強くし、市内外に情報
発信する必要があります。私のふるさとである東近
江市の取組を応援したいと思っています。

　　
　

　

全
国
各
地
を
移
住
し
な
が
ら
活

動
す
る
木
地
師
を
保
護
・
統
轄
す

る
場
所
が
、
か
つ
て
蛭
谷
町
と

君
ヶ
畑
町
に
あ
り
ま
し
た
。

　

蛭
谷
町
の
筒つ

つ
い
く
も
ん
じ
ょ

井
公
文
所
、
君
ヶ

畑
町
の
高
松
御
所
か
ら
役
人
が
全

国
各
地
の
木
地
師
を
訪
ね
歩
く

「
氏
子
か
り
」
を
行
っ
て
お
り
、

氏
子
料
や
初
穂
料
を
徴
収
す
る
ほ

か
、神
札
や
鑑
札
（
営
業
許
可
書
）

な
ど
を
配
布
し
て
い
ま
し
た
。

　

蛭
谷
町
に
は
、
筒
井
公
文
所
の

名
で
、
全
国
の
木
地
師
を
保
護
・

統
轄
し
て
い
た
筒
井
神
社
が
あ
り

ま
す
。
筒
井
神
社
は
木
地
師
・
轆

轤
の
祖
神
と
さ
れ
、
そ
の
境
内
に

は
木
地
師
資
料
館
が
あ
り
、
木
地

製
品
や
氏
子
か
り
を
行
っ
た
際
に

発
行
し
て
い
た
古
文
書
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

君
ヶ
畑
町
に
は
、
同
じ
く
木

地
師
・
轆
轤
の
祖
神
と
さ
れ
る

大お
お
き
み
き
ぢ
そ

皇
器
地
祖
神
社
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
松
御
所
と
も
呼
ば
れ
る

金
龍
寺
と
い
う
寺
院
に
は
、
氏
子

か
り
に
関
す
る
古
文
書
が
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　

　
　

　

全
国
に
広
が
る

木
地
師
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

木
地
師
文
化
発
祥
の
地

も
の
づ
く
り
の
原
点

　長野県南木曽町漆畑で木地屋やまとを営んでい
ます。私の曽祖父も含め、20軒ほどの木地師が明
治時代に長野県の伊那谷から木曽谷に移住してき
ました。毎日使っていただけるうつわを作り、店舗
で販売しています。年に数回東京などの都市部や
海外で展覧会を行っています。
　東近江市へは２年に１回程度訪問しています。
訪問時には、地域の皆さんが親切にしてくださり
感謝しています。また、訪問した際に私の先祖の
名前が氏子かりに関する古文書の中に載っているの
を見つけ感動しました。
　蛭谷町、君ヶ畑町は私たち木地師のルーツであ
り、「ふるさとの地」として、歴史や文化を大切に守っ
ていただき、市町村や県を飛び越えて移動した木
地師の祖先に小さな光があたって欲しいです。

～ Profile ～
昭和42年生まれ。
長野県南木曽町漆
畑で有限会社ヤマ
ト小椋商店 ･ 木地屋
やまとを営む。先祖
代々、木地師の家系
であり４代目。

  

も
の
づ
く
り
の
原
点
、

                      

木
地
師
文
化
。

             

東
近
江
市
か
ら
全
国
へ
広
が
っ
た
木
の
文
化

小椋正幸さん
（長野県南木曽町漆畑）

　「私たちのふるさとの地」VOICE VOICE
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　新緑が広がる奥永源寺地域で
開催されるイベントです。轆轤体
験や木地師の作品販売などが行
われます。

 5月4日㈷から7日㈰まで
　 10:00～16:00

 奥永源寺地域一体
　 山歩道実行委員会（北野さん）
☎ 090-6558-7548

筒井正さん（愛知県清須市）

木地師のふるさとのイベント
第５回春の奥永源寺山

さんぽみち

歩道

君ヶ畑町のミニ展示館
予約不要。入館料無料。

蛭谷町の木地師資料館
要予約。入館料300円。

東近江市の

オンリーワンみいつけた！

VOL.

５

～ Profile ～
昭和31年、旧永源
寺町茨川生まれ。
浜松学院大学で非
常勤講師を務める。
文学博士。全国各地
で歴史文化の講演
会などで講師も務
める。


